




























































































































































































































甲谷は行動的で非情というイメージの対比がなされてきたが、一見、対照的に見られる両者には、特徴において共通点を見いだすことができた。甲谷も春婦に近い女性たちと接し、また愛する女性宮子とのやりとりには参木と同じく、繰り返される発展性がないパターンが見られる。それは、各人物がたがいに〈知らな 〉情報が存在 て ることによっており、最後までひとつとして恋愛が成就せず作中人物が「ひとり」でいることで、作中において個がより明確 浮かび上がる効果 あるこ を指摘した。　「二」では、 〈見る〉側として確立された男性作中人物ではなく、 〈見られる〉女性にスポットを当てて考察し 。作中におけ お杉 つい 細かく考察すると、二五章では、今までお杉といるときには視点人物であった参木の姿が、視点人物お杉の眼を通し 映しだされること より、対象化され いるのだ。宮子、芳秋蘭といった他の女性作中人物が参木と同じ場面にいるき、その視点人物は参木である。それ 対 てお杉だけが視点人物参木と決別し春婦としての道を進むこ 、他の女性にはな 、参木を〈見る〉視点を持つのである。この において、お杉は他の女性たちと一線を画すると言えるだろう。　このように、作中において視点人物参木と対象としての女性たちの〈見













































































































する文藝表現の動向を概観する。そして、それと狭義のモダニズム 顕著な傾向である表現の形式と構成法への強い関心と 連続性 断絶を示す。ただし、広義のモダニズムの中 は、もうひとつ、表現 即興性 かける流 も生まれていた。小説においては「しゃべ ように書く」饒舌体で、それが一九三五年前後に、狭義のモダニズムに対 て、ポスト・モダニズムともいうべき「この小説の小説」形式を生んでいたことをも指摘する。【モダニズム、日本モダニズム文藝、概念編制、宗教と文藝、自然科学と文藝、自然主義、印象主義、象徴主義、西洋化、近代化、伝統】


















































































踏歌は日本とどのような関係があったのか、ま 踏歌は中国ではどのような性格を持 ていたのかについてはあまり論じられなかっ 。　
そもそも踏歌というものがいったいどういうものであったのか、

































































































































































いう表現からわ る。 「金屋」と「画堂」が室内を表していると思われるからである。そ て、 「歌響舞分行
　
艶色動流光」 、すなわち、


















































































実体や演奏様式は、前述したよ に中国から 来したままのものだったと考えられる。しかしその後、奈良、平安の数百年の間に、それがどのように定着していったのか、またどのように日本風に変化していった か、といったことについ ず当時の受容状態を知るため、六国史における「踏歌」の事例を抜き出して調べた が次の表１である。　
以上、六国史に記述された事例について、分類項目を立てた で




















天皇御大安殿宴五位已上 晩頭。移幸皇后宮 百官主典已上陪従踏歌。且奏且行。引入宮裏。以賜酒食。 『続日本紀』巻十、一二一頁
４
天平十四 （七四二） 年正月十六日
天皇御大安殿。宴群臣。酒酣奏五節田舞 訖更令少年童女踏歌。又賜宴天下有位人幷諸司史生。於是。六位以下人等鼓琴。歌曰。新年始邇。何久志社。供奉良米 万代摩提丹。 宴訖賜禄有差。 『続日本紀』 巻十四、 一六七頁
５
天平勝宝四 （七五二）年夏四月九日
盧舎那大佛像成。 開眼。是日行幸東大寺。天皇親率文武百官。設斎大会 其儀一同元日 五位已上者著礼服。六位已下者当色。請僧一万 既而雅楽寮及諸寺種々音楽並咸来集 復有王臣諸氏五節。久米舞 楯伏 袍袴等歌舞 東西発声。分庭而奏 所作奇偉不可勝記。 『続 本紀』巻十八、二一三〜二一四頁
６
天平宝字三 （七五九）年正月十八日
饗五位已上。及蕃客 幷主典已上於朝堂 作女楽於舞台。奏内教坊踏歌於庭。 『続日本紀』巻二二 二五九
７
天平宝字七 （七六三）年正月十七日
帝御閤門。饗五位已上及蕃客。文武百官主典已上於朝堂。作唐吐羅。林邑。東国 隼人等楽。奏内教坊踏歌。客主主典已上次之。賜供奉 百官人及高麗蕃客綿有差。 『続日本紀』巻二四、二九二頁
８
神護景雲元 （七六 ）年十月二四日






































26承和十三 （八四 ） 年正月十六日
天皇御紫宸殿。宴侍従已上 覧踏歌。訖賜禄有差 『続日本後紀』巻十六、一八四頁
27承和十四 （八四七） 年正月十六日
天皇御紫宸殿。宴侍従已上 覧 訖賜禄有差。 『続日本後紀』巻十七、一九六頁
28承和十五 （八四八） 年正月十六日
天皇御紫宸殿。宴侍従已上 覧踏歌。訖賜禄 『続日本後紀』巻十八、二〇六頁




















踏歌之節。天皇 賜宴。 奏楽 踏歌。賜禄。其儀如常。並如旧儀。 『三代実録』巻七、一〇四頁
37貞観六 （八六四） 年正月十六日
踏歌之節。天皇御前殿 賜宴侍臣 伶官 。宮人踏歌如常儀。賜親王已下禄各有差 『三代実録』 巻八、一二七頁
38貞観七 （八六五） 年正月十六日
踏歌之節。天皇不御前殿。宴于侍臣。踏歌賜禄如常。 『三代実録』巻十、一四五頁
39貞観八 （八六 ） 年正月十六日
踏歌之節。天皇御紫宸殿。宴于侍臣 雅楽寮奏楽 宮人踏歌如常。賜禄各有差 『三代実録』巻十二 一七三頁
40貞観九 （ 六七） 年正月十六日
踏歌之節。天皇御紫宸殿 賜宴侍臣 宮人踏歌如常。日暮禄有差。 『三代実録』巻十四、二〇九頁
41貞観十 （八六八） 年正月十六日
踏歌之節。天皇御紫宸殿 宴于侍臣。宮人踏歌。宴竟賜禄如常。 『三代実録』巻十五、二二八頁
42貞観十一 （八 九） 年正月十六日
踏歌之節。天皇御紫宸殿。宴於侍臣 雅楽寮奏楽。如常。賜禄各有差 『三代実録』巻十六、二四三
43貞観十二 （八七〇） 年正月十六日






















踏歌之節。天皇御紫宸殿。賜宴侍臣 雅楽奏音 宮人踏歌如常。賜禄有差。 『三代実録』巻四一、五一五頁
55元慶七 （八八三） 年正月十六日
踏歌之節。於紫宸殿宴于侍臣 雅楽寮奏音楽 宮人踏歌 殿上。以雪落地湿也 賜禄有差。是日 天皇不御紫宸殿。 『三代実録』巻四三、五三二頁
56元慶八 （八八四） 年正月十六日
踏歌之節 於紫宸殿。賜宴侍臣 不臨御 雅楽寮奏宮人踏歌。賜禄 『三代実録』 巻四四、五四七頁
57仁和元 （ 八五） 年正月十六日
踏歌之節。天皇御紫宸殿 宴侍臣 宮人 如常 賜禄各有差。 『三代実録』巻四七、五七九頁
58仁和二 （八八 ） 年正月十六日
踏歌之節。天皇御紫宸殿。宴于侍臣。宮人 。賜禄『三代実録』巻四九、六〇四頁
59仁和三 （八八七） 年正月十六日








和暦 西暦 場所 演奏者 和暦 西暦 場所 演奏者
持統７ 693 ─ 01 ─ 16 漢人 仁寿２ 852 ─ 01 ─ 16
８ 694 ─ 01 ─ 17 漢人 ３ 853 ─ 01 ─ 16
694 ─ 01 ─ 18 唐人 貞観１ 859 ─ 01 ─ 16
天平２ 730 ─ 01 ─ 16 大安殿 ２ 860 ─ 01 ─ 16 △
14 742 ─ 01 ─ 16 大安殿 少年童女 ３ 861 ─ 01 ─ 16 △
天平勝宝４ 752 ─ 04 ─ 09 東大寺 ４ 862 ─ 01 ─ 16 △
天平宝字３ 759 ─ 01 ─ 18 庭 ５ 863 ─ 01 ─ 16 △
７ 763 ─ 01 ─ 17 朝堂 客主主典已上 ６ 864 ─ 01 ─ 16 △ 宮人
神護景雲１ 767 ─ 01 ─ 24 大極殿 ７ 865 ─ 01 ─ 16
宝亀11 780 ─ 01 ─ 16 ８ 866 ─ 01 ─ 16 X 宮人
延暦14 795 ─ 01 ─ 16 ９ 867 ─ 01 ─ 16 X 宮人
18 799 ─ 01 ─ 16 庭 10 868 ─ 01 ─ 16 X 宮人
弘仁６ 815 ─ 01 ─ 16 ◆ 11 869 ─ 01 ─ 16 X 宮人
11 820 ─ 01 ─ 16 ◆ 12 870 ─ 01 ─ 16 宮人
13 822 ─ 01 ─ 16 ◆ 13 871 ─ 01 ─ 16 X 宮人
天長２ 825 ─ 01 ─ 16 14 872 ─ 01 ─ 16
４ 827 ─ 01 ─ 16 15 873 ─ 01 ─ 16
７ 830 ─ 01 ─ 16 X 16 874 ─ 01 ─ 16 X 宮人
８ 831 ─ 01 ─ 16 X 17 875 ─ 01 ─ 16 X 宮人
承和４ 837 ─ 01 ─ 16 X 18 876 ─ 01 ─ 16 X 宮人
５ 838 ─ 01 ─ 16 X 元慶１ 877 ─ 01 ─ 16 △ 宮人
６ 839 ─ 01 ─ 16 X ２ 878 ─ 01 ─ 16 宮人
７ 840 ─ 01 ─ 16 X ３ 879 ─ 01 ─ 16 X 宮妓
９ 842 ─ 01 ─ 16 X ４ 880 ─ 01 ─ 16 X 宮人
11 844 ─ 01 ─ 16 X ６ 882 ─ 01 ─ 16 X 宮人
12 845 ─ 01 ─ 16 X ７ 883 ─ 01 ─ 16 X 宮人
13 846 ─ 01 ─ 16 X ８ 884 ─ 01 ─ 16 X 宮人
14 847 ─ 01 ─ 16 X 仁和１ 885 ─ 01 ─ 16 X 宮人
15 848 ─ 01 ─ 16 X ２ 886 ─ 01 ─ 16 X 宮人
嘉祥３ 850 ─ 01 ─ 16 ３ 887 ─ 01 ─ 16 X 宮人
場所名 符号 出現頻度 出現年代 全例
豊楽殿 ◆ ３
693 年から 887 年
までの 194 年間










































































に、 の院にまゐる。道のほどとほくて、夜あけがたになりにけり。月の、曇りなく澄みまさりて、薄雪すこしふれる庭の、えならぬ 殿上人なども、ものゝ上手多かる頃ほひにて、笛の音も、いとおもしろく吹きたてゝ、この御前は、ことに心づかひしたり。……ほの〴〵と明 ゆくに、雪やゝ散り 、そゞろ寒きに 竹河謠ひて、かよれるすがた、なつか き声〳〵の 絵にも書きとゞめ難からむこそ、口惜しけれ。……さるは、高巾子 世離れたるさま 壽詞のみだ がはしき、をこめきた ことも、こと しく取 なしたる、中〳〵 なにばかりの、おもしろ るべき拍子 きこえぬ を。……夜、あけはてぬれば 御かた
〴〵
に、帰りわたり給ひぬ。






































その年かへりて、男踏歌せられけり。殿上の若人ども 中に、物の上手多 る頃ほひなり。そのなか も、勝れたるを選らせ給ひて、こ 四位
（の）
侍従、右の歌頭なり。かの蔵人の少将、




（今年は男踏歌のある年である。宮中から朱雀院にその行列が参上して、その次にこの六条院に参上する。道のりが遠 ので、夜明け方になってしまった。月が曇りなく澄みわたっていて、薄雪が少し降っている庭が何ともいえず美しいうえに、殿上人なども 音楽に秀れた人が多い時代でもあるので、笛の音もとても興味深く吹きたてながら、六条院のお庭 は特に気を遣って催していた。 ）（……夜もほのぼのと明けて来る頃に、雪がいく分降って来てうすら寒い感じなのだが、催馬楽の「竹河」を謡って袖をひるがえしている舞姿や のよい歌声の情趣は、絵に 描きとめておきたい思ってもむつかしい は残念なことである。 ）（……とはいえ踏歌というものは、冠 巾子をつけているのがあまり見馴れない姿で、祝いの詞が下品であるのや、滑稽なこと 仰々しく言い立てるのは、却ってどれほど 興味がある筈 拍子も聞こえては来な ものであるが、踏歌の一行はいつものよう 綿の禄をいただいて退出する。 ）（……源氏の大臣は、少しお寝みになって、日が高くなってからお目覚めになられた。 ）（……男踏歌の中で庭前で奏せられる「万春楽」をお謡いになられ
25
奈良、平安時代における中国音楽の受容と変容
連れ立って踏歌見物に参上なさる。右大臣夕霧と致仕太政大臣〔玉鬘の実父〕のご一族の外 は、きらびやかに美しい方は無い世の中だと思われるほどである。だれもが皆帝のご前よりもこの冷泉院のご前をばとても気の引ける特別な所とお思い申しあげて、支度を十分にするなかで、蔵人 少将はあの大君がみ簾の中から見 いらっしゃるだろうことと想像して、気が気でない。行列 方々が挿す挿頭の綿花は何の香りもない見栄えのしないも が、挿する人柄によって自然、別の花のようにも え も 、舞う姿も声も、 かにも興趣のあるものであった。催馬楽の「竹河」を謡って、み階のあたりに踏み寄ってくる時分には、去年の正月二十日過ぎの夜のほんの少し演奏した管弦のことが思い出されて来るので、少将は音楽を間違えそう なって涙ぐむのであった。そ から行列は 秋好中宮の御殿に参上するので、冷泉院 そちら 方へお移りになられてご覧になられる。月は夜更けとともに昼よりも明 く顔を隠したくなるほど 澄みわたっていて、御息所〔大君〕がど ご覧になっていられるだろうかとばか 気になるので、舞う踏み足も空を歩くようで、ただよろよろして舞っていて、盃も、名指しをされて一人少将だけが差されているのはきまりの悪いこ で 。……院は、宮中での様子などをいろいろとお尋ねになる。 「歌 音頭取りは、年をとったものがこれまでは勤めてき 役目 の 、あなたが選ばれたのはたいしたものだった」とおっしゃっ 、可愛 人だ
謡ひて、御階のもとに踏み寄る程、すぎにし夜のはかなかりし遊びも、思ひ出でられければ、ひが事もしつべく、涙ぐみけり。后の宮の御かたにまゐれば、うへも、そなたに渡らせ給ひて、御覧ず。月は、夜深うなるまゝに、昼よりも、は たなう 澄みのぼりて、 「いかに見給ふらん」 のみ おぼゆれば、踏む空もなう、たゞよひありき さかづきも さして、一人をのみ咎めらるゝは、面目なくなむ。……参り給へり。 前のことゞ など 問はせ給ふ。 「歌頭は、うち過ぐしたる人の、さき〴〵するわざを え ば たるほど心にくかりけり」とて、 「うつくし」と 思しためり。万春楽を、御口ずさみに 給ひつゝ 宮す所 御方に わ らせ給へば、御とも 参り給ふ。物見にまゐり る里人多くて、例よは花やかに けはひ、今めかし。	
［山岸徳平校注、二八一〜二八二頁］
（その年も改まって、男踏歌〔正月十四日〕が催されたのであった。若い殿上人たちの中には、歌舞音曲に秀れた者が大勢いるこの頃である。その中でも秀れた者をお選びになられ、四位の侍従薫は右方の音頭役となる。あの蔵人の少将も、楽人の員数の中に入っ いるのだった。十四日の月が美しく曇りもない晩に、帝のご前 ら出て冷泉院に参上する。女一の宮の女御も、この 息所〔大君〕も、院の御殿にお部屋を設けてご覧になっておられる。公卿方や親王方
26
……さうじみも。女房たちも、 「かやうに御心やりて、しばしは過ぐい給はまし」と思ひあへり。みな、同じごと、かづけ渡す、綿のさまも匂ひも殊に、らう〳〵しうしない給ひて こなたは水驛なりけれど、けはひ賑はしく、人々、心げさうしそへて、かぎりある御あるじなどのこ ゞもゝ したるさま殊 用意ありてなむ、大将殿せさせ給へりける。	
［山岸徳平校注、一四二〜一四三頁］







こちたくめでたく 整へ給ふ。春宮の女御も と花やかにもてなし給ひて、みやは まだ若くおはしませど、すべ 、いと今めかし。御前、中宮の御方 朱雀院と まゐりて 夜 たう更けにければ、六條院に
（は）
、 「このたびは所せし」と、はぶ





























































































































はじめて日本の宮廷において出現したのであるが、その演者は二種類に分かれる。　『西宮記』 『河海抄』によると、男踏歌では「歌頭」 「歌掌」 「舞人」たちはプロの男たちであり、男踏歌 重要な役割をはたしたものであっ 。 『西宮記』に踏歌事の条に次のように書かれている。











































































「白馬節会」と「重陽節」はほとんど「前殿」でおこなわれていたのである。したがって、文徳時代には、 「紫宸殿」という場所の名は用いられていなかったと判断できる。その後、しばらくたってから、 「前殿」のことが『三代実録』に初めて記されることから、その間に内裏の「南殿」が「前殿」 いう名称に変わった と考えれる である。　
しかし、その理由は『三代実録』には記録されていないが、 『国
















































































































期の劉禹錫や顧況らの七絶 詞の影響を受けたと思われ、中国の唐風を模倣した漢詩であろう。その読み方ない 押韻法からみれば、日本語より中国語のほうが読みやすいと思われるが、 詞 旋律やリズムとに密接な関係があること 周知の事実であ 。 がって、当時この歌の旋律は唐詩の押韻法に基づいて作られたものだと考えられ、また、唐風の旋律あるいは唐 旋律を導入し、模作たものであろう。　
さて、踏歌の踊り方については、具体的な史料が少なかった。し






















歌とは似ているように感じている。特に踏歌の後に催馬楽を何回も歌うこ 、中国では民間、宮廷ともおこなった踏歌の時に歌もはさんでいたからである。しかし それは中国の踏歌に真似したものとは考えにくい。 いうのは日本の男踏歌 プロ 男性とアマチュアの貴族たちも参列した祭り風のものだった。その旋律は唐楽を中心にしたものと考えられるが 歌詞 で自作したものであった。それは延暦十四年に き 七絶の踏歌詩とはま く違って、新しい内容と形態が生まれた のと思われる。　
以上、日本における踏歌の表現様式、上演の期日、上演者、上演













と切り離せない関係にあったため 、風俗上の問題もあって、民間での踏歌が禁止された。しかし、そ 記事以外に日本の民間の踏歌や歌垣についての記録はまっ く見られないので、中国 踏歌と何の関係があるのかは判断できない。ただ当時、民間の風俗的なと宮廷儀式的な踏歌節会はか り違う性格を持って た は、はっきりしている。













持っていた踏歌は、日本に伝来すると 宮廷 民間では性格が異なるかたちで並存するようになった。宮廷の場合は踏歌を儀式音楽して受けとめられ が、民間 場合は、それは完全に風俗的なもの
36








十八年の条の「列庭踏歌」などの記事による 、 の 奏形態としてはまだ唐風なものであったこ は前述し 通りである。 『年中行事絵巻』の「踏歌図」における唐装束をまとい、髪を上げて櫛を挿した舞妓の姿を見ても、唐 影響がか り残されてい が 踊り方としては、手に手 とるのではなく、檜扇と薄様重ねの畳紙 手に持って踊る、というかたちだったよう 。　
檜扇を手にしつつ、畳紙に書かれた歌詞を見ながら踏歌する、と








で催されていたが 中国宮廷の場合は、特別に決められた 場所はなくて、楼上や楼下や野外や宮廷内、と多様な場所でおこなわれた、という点で、日本と かなり異なっ ものである。すなわち、奈良、平安初期に唐から直接持ち込まれた踏歌は、二百年近くたったのち、日本の宮廷では以下のように大きな変化を見せるのである。　
まず、踏歌を上演する時刻からみると、初期の踏歌は日中におこ






























催馬楽、 「此殿」 「我家」 「絹鴨」を奏したり、 「竹河」 「万春楽」を歌ったりした。 、日本の伝統楽器和琴も伴奏とし 登場し ことが『西宮記』や『源氏物語』などに記されている。そ それらから、平安後期の踏歌は、形だけで く中身まで日本風に変身しつ





















































紀後半まで続けられ、とくに貞観、元慶および仁和三年までの間は、宮廷で頻繁におこなわ 女楽とお じように国家の儀礼楽、すなわち朝典楽という役割をはたしてきた。しかし、九世紀末から十世紀初頭までの日本の政治は、外国との交流を停止したことに伴い、文化的な面では、吸収した渡来文化を消化して自文化に転換する時点を迎えた。前述した『年中行事絵巻』 「踏歌図」では、舞妓たちは唐の装束で日本風の踊りを踊っている。すなわち、唐の踏歌日本的に変換しつつあったことがはっきり見られるのである　
さらにまた、その時、なぜ女踏歌を続けて存在させると同時に男
































































































































































































































劉禹錫『雑曲歌辞・踏歌行』 、 『雑曲歌辞四首』 、 『無題』 、陳去
疾『踏歌行』 、顧况『雑曲歌辞・竹枝』 、張説『雑曲歌辞・踏歌詞』 、『十五日夜御前口号踏歌詞二首』など多く七言踏歌詞を残している。
（５）
　「颯踏」という術語が中国の史籍に南北朝（三八六〜五八一）
のころすでに出現したが、 「颯沓」とも表記していた。 「颯」は風の音を表わす擬音語であり、英姿颯爽な舞踏の姿を表わす字であろう。鮑照の「白紵舞詞」 は「含商咀徴歌露晞、珠履颯沓紈袖飛。 」
　




































































































































































させた文書を、 『大坂御城代公用人諸事留書』として翻刻し、同氏は享保七年の国分け以後、大坂町奉行所 機構が整備され、町奉行所与力や同心の実務が拡大 城代の民政における役割が後退しと考察している
（
9）。確かに、宮本氏が述べているとおり、幕末期の宿


















































政直は、大坂城代、京都所司代、老中といった幕府重職を歴任し、所領高は四万五〇〇〇石から九万五〇〇〇石 加増された。政直は、城代に選任されるまでは、常陸国土浦ついで駿河国田中を居城としていたが、城代に続いて所司 在任中は、居 を有していない
（
15）。し










土浦土屋家は、家斉 はじめ将軍家親族 葬礼や法事に香典を献上し、西之丸普請分担金を上納した。その一方 江戸近辺 所領のある常陸 和泉国の海岸線の異国船警備や、戸山台 桜田口の警衛を
















































































































































































































































































































えられる。同五年春、幕府は堀田を京都に派遣し、朝廷に日米修好通商条約の勅許をもとめ、それに伴い、幕府重職者にとって、大坂・兵庫開市、開港問題が重要案件となっていたのである。後述するが土屋はこれに頑として反対する。斉昭は七月に「慎」を命じられ、寅直の城代として 立場は微妙なものになっていたと推測される。そして、十月七日に、寅直は江戸参府を命じられ、十一月、自身は胸痛が激しくなるほど追いつめられ、城代辞任を余儀なくされたのであ こう て、寅直は三十九歳で城代を退任し、所司代老中へと出世コースを歩むこと 、一旦望めなくなったのである。若年で城代にまで昇進しながら 所司代や老中に任じられ かった事例は、稀有であるといえよ 。よって、寅直は井伊派優位の政治状況が後退するのを待って再起を図 ことになった。最後となったが、寅直は、城代に就任し、誓詞を認めた折 表１に記した おり朝鮮信使礼聘御用掛を大坂城で勤め よう命じ れ いた。池内敏氏の研究
（
21）によると、対馬ではなく大坂での信使の易地聘礼が、天保
期の老中水野忠邦によって発案されていた。その方針は 嘉永・安政期の老中阿部正弘によっても継承 ていた。結局この政策は、江戸城西之丸炎上に伴う復興、対馬藩の反対などにより実現 みない。しかし、大坂の幕吏が中心となり 大坂城で通信使を迎 る準備を寅直が任される予定であったこ は、きわめて興味深い　
以上、本節では、関東の譜代大名土屋家が、城代に昇進し、老中































り武備、防衛が厳命されるなか、要は くに軍事を管掌していた。嘉永七年九月、ロシア軍艦が へ来航した際、要は大坂湾岸の警備、伊豆下田への回航命令の伝達を指揮し、的を射た処置が賞せられたことが知られている。しかし、後に詳述するが 大坂・兵庫開港問題において城代職にあった寅直が 江戸の幕閣と対立すると、安政五年
（一八五八）
十月、要は城代辞職を乞うこととなった主君




挙した。藤森は郁文館総裁に就任し、藩士の他国遊学の道を開き、民政、殖産興業だけでなく、刑事事件に関する変革にも取り組み、藩政改革に尽力した。要は、水戸にも遊学 ており 戸田銀次郎、藤田東湖ら水戸藩尊攘派の面々と親交を持っ た 弘化元年
（一





































































じめ、京坂、五畿、四国 九州の志士と 公用人としての自邸や彼らの旅宿で交際していた。このことは、寅直 要在坂中は、大坂城代屋敷近辺が「尊皇攘夷」を唱える活動家の一大拠点となっていたことを示し注目すべきであろう。安政五年
（一八五八）
七月、時勢










































おいては、寅直が城代の職務を、いかに認識していたのか、とくに大坂市中の繁栄策に絞り検証したい。土屋 が城代職を退任することになり、後任には、奏者番兼寺社奉行であっ 松平信義が就いた。信義は、寅直に対して 大坂城代の職務遂行には、どのようなことを心掛けていくべきかということを、問 合わせた。その際に、信義がいかなる質問をしていたのかということを、その項目から知ることができる〔史料１〕 「豊前守様より御直ニ御問合拾三ヶ条写
（
31）」
と、寅直が城代の職務を、どのよう 認識して たのか、と うことが判明する寅直の信義への回答書である〔史料２〕 「大坂城代跡役松平豊前守殿より御役向御尋合ニ付御書取下
書（
32）」の一部を引用
し、幕末期におけ 城代の職務内容 明確に た 。　
なお、城代が大坂城を中心に西国の軍事を職掌としていたことは















城代は、大坂だけでなく、朝廷の動向に注意を払い、将軍継嗣問題、外交問題にも目配りすべき存在であったことに着目する必要がある。城代公用人の要が、一人で、城代の職務を取り仕切ってい と斉昭はみていた。斉昭 要に万一のことがあった場合の土屋家の行く末を危惧し のである
（
30）。藩主の寅直が若年であったということも

















































































































































夫々評議之上、今般別紙 通相達 間、右之趣を以、尚篤と利害得失熟慮之程、町奉行共へも厚く申談在之様可被致候 以上
　
本文書によると、城代が町奉行を指導および監督し、民政に配慮
しなければならなかったことが理解できる。 「物価引下ヶ方之事」 、「融用之事」によると、天保改革期以後、大坂は江戸が発展を遂げていたのとは異なり、戸口が減少し、経済的地位は低下していた。元々富裕であった大坂の町人たちではある 、そのことを恐れていたのである。城代は町奉行と相談し、物価引き下げの件に拘泥せず、市場、流通が活性化するよう 「仕法」を施す 得策 あ 、としてい 。つぎに、 「芝居其外見世物等之事」によると、芝居、見世物などの 大坂やその周辺地域に居住する人々の娯楽については、町奉行が監督していた。それに対して、城代が「差図」をし、統轄していたことが確認できる ま 、ここでは文書を割愛し が「市中取締
幷
人気之事」によると、町奉行所の行政を担う与力・同
心といった役人が経済統制を実施していく上 心構えが記されている。それによると 所 大坂 都市民に対して、あま 厳しい政策を施行すると、かえって都 民の生活は窮屈にな 。逆に緩慢な行 をするのも良策ではない み る　
よって、 〔史料１〕 、 〔史料２〕から、城代には、西国の軍事だけ
でなく、市中の経済活動や民衆の娯楽にまで目配りし 民政を担った町奉行所行政全般を監督して く権限があっ いうことを、強調しておきたい。
56
送付したものとみられる。その内容は、 〔史料３〕同様、大坂の復興を命じたものである。史料中に傍線を施したが、江戸の幕閣は、日本有数の大都市である大坂が衰微すること その周辺や西国の経済活性化に悪影響を与え とみていた。大坂の市中復興策が、江戸の 状況に問題を及ぼすこ はないと判断し、正弘は土屋、久須美、戸田等の在坂役人で大坂市中の発展について評議するよう、「差図」していたのである。本史料において、注目すべきことは、城代が町奉行等と大坂 経済活性化に関して、老中と連絡を取り合い、それを統轄していたということである。さらに、その後安政四年〜翌年にかけて、祐雋 氏栄は、老中や城代の寅直 指令に基づき、嘉永四
（一八五一）
の問屋仲間再興令の徹底により大坂経済






以上、土屋家文書中の〔史料１〕 、 〔史料２〕 、 『大阪編年史』所載

















































































紀、娯楽に目配りをしていたことを総合的に検証できた。 〔史料１〕〜〔史料４〕から読み取れるように、引き締めがはかられ 天保の改革の影響もあってか、当期には大坂経済が衰微していた。城代の寅直は、自身の在任中 町奉行と 勤務していた川村、佐々木、ついで、久須美、戸田とともに 享保、寛政期のように大坂経済を発展させようと腐心していた有能な政治家であり、幕府官僚であった、とみられる。　
寅直は城代として、嘉永・安政期に軍事だけでなく、民政を管掌
していたのである。その辞任後、寅直が大坂城代の勤務心得として認識 ことを、 〔史料１〕 ２ という箇条書の文書として作成 、後任 松平信義に伝達していたことを検証したこ 、幕府重職者の職務の引継がいかになされていたのか いうことについても、今回の分析でその一端が明確となった。寅直が 辞職 近い形で、職を退いた理由の一つは 大坂市中が衰微していたこと、城代の土屋自身が大坂町人から借財をし、返済を怠 からであるという
（
36）。城代自身が、大坂の金融活動に悪影響を与えていたと














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































定に容易に逆らえなかったのである。城代は大坂、西国行政において、 番、町奉行の意見を集約し、幕政に反意を表明する場面があり、大きな権限を委譲されていたことが解明できた。だからこそ、老中の堀田は、林や津田を用い、城代、定番、町奉行に「書取」作成を要求するなど 幕閣の一員とし 「協働」することを要請していたものといえ 。つまり 幕府の国家支配全体に関わ 問題 ついては、最終的には 城代等は老中をはじめとする江戸幕閣の「下知」 、 「差図」に同意し、従うことが求め といえ 。城代、町奉行が、大坂・兵庫開港問題に反対していた は、斉昭等の言説の影響を強く受けていたというだけでなく、 〔史料５〕の久須美申立書に記されて るとおり、当地開港 よる経済混乱 不安視る大坂の都市民の意見が反映していた、と考える。二 でも論 たとおり、天保期以後 大坂市中の衰微からの復活は都市民の悲願であった。よって、大坂、兵庫開港問題が、大坂湾
（摂海）
の海防と
いう軍事的問題だけでなく 大坂の経済復興に与える影響を 当期の城代、定番、町奉行は 官僚個々人で温度差はあっ であろうが憂慮して たことは、明らか ある。　
城代が定番や町奉行と、連絡を取り合い、意見を取りまとめる際、






















































支配が強調されている。 だし、この論説 みで、幕府上方支配機構が総括できているとは思えない。寅直や要が、個性的で強烈 尊皇家であったことが影響していたから はあるが 城代やその公用人が京都の情勢にも目配りするケースがあった。安政五年九月には、公用 の要が、法度 背い 公家の大原重徳と面談しており 所司代の酒井忠義はそ ことに不快感を抱いて
た（
58）。こうしたことか




























































近国を含め他地域の役人との間での横の連携が不可欠であった。このことを斟酌すると 二元性を基調としつつ、そこに江戸幕閣も含めた多元的な幕府上方支配機構 構造が析出できるのではないか。そうし 観点から、幕府の畿内・西国支配 追究 必要 あるといえよ 。　
以上、１では、城代公用人の大坂における実務権限の重要性。












































語として使用したい。また、本書冊などでは、継飛脚のことを、 「宿次」と記載している。本稿は、一般的な宿次と 異なる幕府による「継飛脚」についての研究でもあるので、今後、大坂の重職者が関係した宿 を「幕府宿次」と表記し、検討を進めたい。
（８）
　『大坂城代記録（二） 』 （大阪城天守閣、徳川時代大坂城関係史
料集第十号、二〇〇七年）解説（宮本裕次氏執筆） 。 『大坂城代記録（三） 』 （大阪城天守閣、徳川時代大坂城関係史料集第十一号 二〇〇八年）解説（同氏執筆） 。
（９）
　『大坂御城代公用人諸事留書』上 大阪市史編纂所、大阪市史







































































































































































一九六〇） 。平松氏は、堺奉行が仕置「伺」を城代に提出し これに対して、城代は「指令」を与えていたこと、さらに、京都所司代、大坂城代の「指図」 、不可能 不十分なことが多かったので、上方の奉行は老中、三奉行ないし評定所一座の「指令・指導」 依存していた、と結論づけた。
　　
笠谷和比古「幕府官僚制機構における伺と指令の文書類型─江戸
































ろから中国各地において民族運動が激化しはじめた。上海は、さまざまな国の思惑がひしめき合い、租界地、国際金融、革命といったいろいろ 様相が一つの空間の中に交錯してあらわれる場所であったと言えよう。横光はこのような上海の空間を「不思議な場所」 、「世界で一番新しい形態の街」 、 「理解困難な場所」と言い、一言では言いあらわせな 上海という空間に熱い視線を持って滞在していたことが分かる。横光は 滞在 に妻 宛てた手紙の中でも「上海は各国が集つて政府を造つてゐる不 議な都会な で、ここの取引市場 興味 あ
る（
4）。 」としている。横光は「総てが銀の上を流れ


































えるわけにはいかない。しかし、上海という空間には、金と銀の流れの中で「民族の中の伝統や認識」から離れて「単純な形に整理」する人間をつくりだす力があるように見える。横光の「頭が全然ぼんやりして」しまったのも上海と う空間を横光自身の視線で見たからであろう。横光は上海という空間に母国の空間とは違うものを見、そして自分の身体 通してそれを感じとっているのだ　『上海』は横光が滞在した当時の上海を舞台としている。もちろん横光が体験した上海と小説 の は区別して考える必要があろう。しかし、横光が に滞在して上海という空間を見、そして身体を通して感じたという一連の流 は、 『 』における作中人物が『上海』という空間の中でおりなす一連の流れ 、内容は異なるが、体験するという点において同じ行為をしてい と言える。　本論では、横光利一の上海「体験」を簡単にまとめ、作中人物た



















同様に、名もない春婦たちが登場する場面が多く見られる。さらに、中心に位置す お杉 へと身を落と 、そのほかの女性たちもダンスホールの踊り子、妾など春婦に近い要素がある
（
6）。特に、参木
はこのような女性たちから好かれる存在 して描かれており、女性とかかわる場面は多い。最終章 も、参木 お杉のやり り 描れる。ようす に、作品のはじめから終わりまで参木と春婦 または春婦に近い女性とのかかわりが繰 返し描かれるこ になる　
二つ目は、参木と女性たちの関係である。ロシア人春婦は参木を













































の様子は喜びからは程遠いように見える。田口律男氏は、参木の競子に対する愛は「純粋」なものではなく、 「 〈金〉 〈地位〉 〈能力〉といった現実的な要素において、自己の無能を認めざるをえない参木の自己否定性 翳り」を 表出 する
（
12）と述べている。参木の競子に
向ける愛自体が「純粋」なものではないと断定するのは、早計に思われるが、参木の競子に向けた「愛」 結果的に参木を苦し ることになる。競子は作中には登場し い。つまり参木 「愛」は「あくまでも、参木のサイドからの一方的 〈何の形も い愛〉でしかないのであって、競子がそれにどう応え かについて 何 保証もない
（
13）」のである。参木は八章で銀行を首になっている。つまり参


































ぼえる。そして、参木は「暫く芳秋蘭の美しさと闘ひながら、彼女の動作を見詰めて」いる。十重田裕一氏が、参木 「他 人物たちよりも秋蘭 る頻度が高い
（
14）」と指摘するように、参木が芳秋蘭の



































































































のだが、それは「甲谷に見られてゐない片頬」にあらわれている。つまり、宮子は「踊子」以外の面を持って るのだが、その面を甲谷に見せることはなく、また甲谷 見ることはできない。そして、宮子自身、甲谷の前で 踊り 一般をさす、 「あたしたち」という語を繰り返して用い 個人として と向き うことはないのだ。甲谷の前での宮子は大勢いる の中の一人 り、宮子前での甲谷は大勢いる客の中 一人にすぎないのである。つまり、甲谷の宮子に対する視線は 「踊 」という枠 すことはできず、宮子に客以上の感情を抱か できない である。また、甲谷は自分が宮子を愛すると同じだけ 愛を宮子から得るこはできない。愛を相互に交換 こ できないのだ。　
宮子が甲谷の愛を受け入れないのは、甲谷の即物的な視線に原因
があるのかもしれない。では、その視点人物 機能は彼の間性をも即物的 非情であると規定することになる だろうか。










































い求めているのに対し 、甲谷は〈見えない〉他者 追 求めてい
83
横光利一『上海』論


























「参木とお杉の関係においても、山口をお杉に目をつけている存在とし、春婦となったお杉を尋ねようとしている設定を加えることで、三角関係図が出来上が」る、と指摘している。しかし、先ほどと同じように、参木と山口がお杉に好意をもち、彼女のもとに通っていたことをお互いが知っていた、という記述は見られない。その「三角関係図」は、三者の関係が愛する女性に対して、ライバルであるお互いの存在を〈知らない〉 、言 かえればお互いの存在が〈見えない〉三 つくることになるのだ。　
以上見てきたことをまとめると、 『上海』において、男性作中人
物は、愛する女性に する情報やその女性と他の男性との関係〈知らない〉設定のもとに描かれているということが分かる。男性作中人物は自分が登場しな 場面において進行する出来事の流 を感知できない。そしてその場面の状況を〈知る〉ため 必要な情報が、その場面を体験した他の作中人物から語られ こ はない である。また、 『上海』に登場する主な女性作中人物であ お杉 宮子、オルガ 芳秋蘭が互 に会話を交わす場面は見られない。それゆえに 彼女たちはお互いが誰を愛 い のか知る べは しもともとお互いの存在すら〈知らない〉のだ
（
21）。





いと思っていた。しかし、どちらも過去のこととして思い出したに過ぎず、実際には参木、山口と競子の関係に発展はなかった。参木の場合、過去の時点で甲谷に競子を愛していることを伝えれば、競子と 関係に発展があった可能性もある。 かし、参木は「云つたら甲谷は困るにちがひない」と思い 「ひ りひそかに困つて」いた。そのため、参木が競子を愛していたという情報が甲谷の耳に届かないのだ。また、高重は競子を山口に「やつても良い」と思っていただけで、実際に山口 そのこと 伝えはしな った 男女係が発展する機会が過去 あった もかかわらず、甲谷と山口は過去におい その情報があるこ すら知らない である。　
また、四章では甲谷がダンスホールで芳秋蘭の美しさに惹かれ、
外に出た彼女を追いかけ 場面 見られる。渋谷香織氏は、甲谷が芳秋蘭 惹かれることで、 「三角関係図」ができ、 「人間関係図」拡大するとしている
（
20）。しかし、甲谷が芳秋蘭に惹かれたことを参木












確かに前田氏の言う「娼婦」的な要素をもった女性人物は、職業や立場に差は見られるものの、彼らの視点から〈見られる〉対象として描かれることが多い。そこに 「常に植民する側は〈男 であり、植民さ 側 〈女性〉であるというオリエンタリズム
（
24）」を見
ることも可能 もしれない。 「植民する側」 「 され 側」は〈支配す 側〉 〈支配される 〉とも言えよ 。男性 して「植民する側」は自らの視点で女性たちを描き出し、女性は の視線、男性の行動によってその姿をあらわすのである。　
しかし、このような女性たちの中で、ほかの女性人物とことなる
位相のもとに描かれた人物がいる。そ はお杉だ お杉は「トルコ風呂」の湯女であったが、参木 戯れが原因で女経営者のお柳 怒りと嫉妬を買い、 「トルコ風呂」を首になる。その後お杉は参木を頼って彼の家 訪ねるが、参木 帰 前に甲谷 やってきて暗闇中で、彼女の貞操 奪う。朝 なってお杉は参木と甲谷の両方の姿を見、自分を奪ったのがどちら のか、迷い始め お杉は参木の家で数日 過ごした 、参木も甲谷も姿を見せず 自分が彼

































































の存在ではなくなる。一五章では視点人物参木は登場せず、お杉のみが登場している。当然そこでは参木の目 通し 作品世界が映し出される ではなく、 〈見られる〉対象であったお杉が を映すことになる。 〈見られる〉対象として今まで映し出されてきたお杉がなぜ、一五章以降視点人物となりえる　
一五章は「トルコ風呂」の職を失い、甲谷に貞操を奪われた




















































































た母子は母の稼ぎと恩給を頼りに生活をしていた。しかし、ある時恩給局から「恩給は、不正当であつたから、その日まで下つた全部の恩給額を返却すべし」という通知が来る。お杉の母は、恩給の返済という重圧とこれから 生活を悲観し自殺する。そ 後の様子は特に語られることもなく、いつの間にかお杉 上海に身 寄せたという事実のみが描かれる。当時の日本人女性について趙夢雲氏は次














































位相の違いが、参木が を抱くこと 判明するとし 。田口氏は両者 位相に重点をおいているが、本論では〈見る〉視線から参木が〈お杉を抱く〉行為 つ 考えてみたい。　
まず、参木が〈お杉を抱く〉行為がどのような意味を持っている








つたこと けだ。だが、それはた かに、悪事のうちでも一番悪いことにちがひなかつた 参木 思つた。／抱くといふこと、
章で、暴動が激化し、行くところがなくさまよう参木が、お杉のことをふと思い出し、彼女の家を訪ね、今まで手をのばさなかったお杉を「抱き」かかえたことに注目し考察する。　
先行研究においては、その多くが参木に力点を置いて論を展開さ
せている。た えば宮口典之氏は「お杉を抱くまさにその瞬間、参木は秋蘭のこと 同時に思い浮かべる。参木の内部には、お杉と秋蘭を同一視する視点が存在するのである。つまり、参木 とっては、お杉は秋蘭の身代わりとしての側面を持つと言えよ
う（
29）。 」と述べ、
参木がお杉 抱くことで、芳秋蘭 思い浮 べ から の内部には と芳秋蘭を同一 する視点があると言及している。前田愛氏は、参木は「深い闇につつまれ お杉の部屋 安息の眠りを手に入れ
る（
30）。 」としている。また、山本亮介氏は参木はお杉につい
て何も「考へない」状態になることで、 「お との間 はずの矛盾・ずれを無効化しながら、参木の過剰性・自己矛盾 も捨象してしまう結合体 生み出すこと」 り、二人の間に「存在してた様々な問題を抑圧ないし、無視することによって、既存の『間柄』を肯定的に追認し、再形成する行為となって る
（
31）」と指摘して





































































彼らと女性のやりとりは、 つも同じパターンを繰り返し、発展性がないのだが、それは、各人物 たがいに〈知らない〉情報が存在していることによってお 最後までひ つとして恋愛が成就せず作中人物 「ひ り」でいるこ で、作中にお て個がより明確に浮かび上がる効果があることを指摘した。　「二」では、 〈見られる〉対象として描かれる女性の中で、お杉が
〈見られる〉対象から〈見る〉視点人物の機能を得たということを検討し、彼女が作中の中心的視点人物参木 も対象化して ることを見いだ た。さらに、春婦に身を落 した彼女のあり様とロシア人春婦の境遇は似通っており、 の描かれ方のレベルの差を超えて同じ空間に描かれていること つまりお杉 名もなき人々 内実を語る役割を持っていることを指摘した。お杉には、作品全体で様々な描かれ方のレベルが異なるもの同士につな りを持たせる働
いうことが分かる。参木の上海を縦横無尽に駆け回るカメラ・アイと言われる機能は、彼が女性たちと発展のない関係を繰り返すことで成立したと言っても良いだろう。参木の視点は上海の様々な場面を映しだすことに成功しては たが、それは女性との関係発展のいやりとりの繰り返しに過ぎな っ 。最終章では女性関係 〈お杉を抱く〉 いう新たな展開を示したが、その行為そ も がお杉によって対象化され無意味化されるのであ　
また、お杉は名もない春婦と同様の境遇に陥ることで、彼女たち
































人々によって構成され、一見ばらばらでまとまりがないように見え、人々の描かれ方には絶対的な違いがあるように思える 、お互いが関連しあうことで、お互いの個性がより引き立てられているのである。具体的に言えば、最後にお杉の個性が引き立つことは、名もき人々のひとりひとりが個性を持っている存在で ことが引き立つことになる。　『上海』には様々な人、モノが混在しており、その多様性とそこから生まれるダイナミックな動きが描かれ い が、その うな人、モノはそれぞ がその位相に異 りを見せながらも、互 につなりを持って描かれるということを指摘すべきだろう。それによってこそ、それぞれの特徴がより深く描写され、その存在 作品内 強く浮き上がる仕組みを持っている。そ こ は作品 最後で 杉が















































を話題に挙げている。甲谷は［ 「いや、それや、僕も僕だが、それより参木の奴のことなんだよ、あ奴をもう少し何とかしてやらないと、死んで了ふ。 」 ］と参木を気にかけており 「山口の豪傑笑ひの中から 参木に対するいくらかの友情を嗅ぎつけると 喜び勇んで」いる。また、山口は暴動化する街に死を覚悟して出ようとする前の甲谷との会話のやり取りの中で、 「ともかくもこの場の悲痛な話をそんなに冗談にしてしまう甲谷 優しげな友情 感じ」 おり、
小説としての『上海』─」 （ 『文学』一九八一年八月） ］は、参木と甲谷の二人の男性の心を動かすことから、淫婦の媚態を帯びているとしている。また、李征氏［ 「身体性の表現と小説 政治学─横光利一『上海』における外国人表象─」 （ 『文学研究論集』一九九七年三月） ］は、革命家 いう役割だけではなく恋愛ヒロインとして貴婦人らしさを持ち合わせる美貌の持ち主、と指摘している。一方、倉数茂氏［ 「都市空間の系譜学⑵
　
セルロイドのなかの革命」 （ 『早











」 （ 『國學院雑誌』七九巻六号、一九七八年六月、八頁） 。
（９）
　
篠田浩一郎「 『海に生くる人々』と『上海』 」 （ 『使者』七号、一
98


















































相に立」ち、参木は銀行を首になったがまた綿糸工場に勤めたことから、両者の存在の差異を確認し、さらに、 「二人の存在の位相が異なることで参木を相対化させている」 （ 『近代日本文学試論』一九八五年一二月 五
─八頁）と指摘している。本論においては、お杉
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































純白の手拭で頬被りをするのが決まり」としているが、本書のおちょんは黒縮緬で大明頭巾・御高祖頭巾を被っ ようだ。大明頭巾は江戸に下ってきた上方歌舞伎の女 、初代中村富十郎が被ったことから人気が出た。たちまち、江戸の娘たちの間に広まったという。御高祖頭巾として女性に普及した袖頭巾一種。袖頭巾は振り袖のたもとのような形に作ったところからの称。これが御高祖頭巾に変ずる。 『賤のをだ巻』に「袖とて
黒縮緬にて
……」 。宝暦・明和頃に流行。明和七年刊洒落




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に偏っていてはならないとい 検定基準があるのはもちろんのこと、特に「国語」という教科においては、日本語 言葉 涵養と表現を豊かにするという第一義的な考え、また、限られた採録スペースに収めなくてはならないという現実的 問題なども考慮しなければならな 。そのため、戦争教材も他の教材同様、その教材自体が持つすぐれた言語表現や物語性を通し 読者が感得できる何ものかがあるからこ 採録される であり、ことさら「平和教育を行おう」という意図を教科 編集サイドは持っていないはずである。それは「羅生門」 「山月記」 「こころ」 「舞姫」といった、いわゆる「定番教材」と呼ばれて教材を採録するこ によって、ことさら「エゴイズム いけいことだと教えよう う意図を持っていないのと同じである（
8）。
　















































































ざまの戦争体験を、自分なりに聞いていたつもりで ったし、今でもそ 気持ちは変わらない。 ）
先生は、いったい、なん
のためにこんなことをやらかすのか、おまけに、単位をやるとかやらぬとか、脅迫めいたことを言われ 、ますますカチン きた。そんなふうに、先生の特権を振り回す は許されないことだ、などと考えた。　
要するに、ぼくは、こういったことは、個々の家庭内で






























ぬ、いまわしい思い出であるにちがいない。父は戦争の話をあまりしない。しかし、 う書いてきてみると、父が戦争によって受けた傷は、予想外に大き ことを感ず ぼくたち若い世代の者 、とかく戦中派の人人
ママ
を、事なかれ


















より、戦争を身近なものとして考察するように作られている。作文には「学徒動員・国家総動員法・赤紙・玉音放送・日華事変・美濃部達吉・河上肇 マルクス」といった言葉が随所にちりばめられ、戦争に関連した知識が得られるよう工夫もなされてお 、国語教育の方向性がさりげなくも明確に提示されている。たとえば、次の うにである。
　
父が大学を卒業したのは、昭和十五年。すなわち、学徒
動員の三年前のことであった。当時、すでに相当の思想弾圧が行われていて、美濃部達吉・河上肇らの民主主義グループはすべて迫害され やがて根絶やしにされてしまったそうである。憲兵隊・警察の力は強く、父の学友などは、大学が経済方面の大学であったため、学問のために読んだマルクスの 原論 ため罪に問われ、三ヶ月くらい警察をたらい回しにされ、やっと釈放 たが 大東亜戦争の勃発とともに、南方の最前線に回され、すぐ戦死してしまったそうである。父は、この友は敵にやられ で な味方に後方から射殺されたのかもしれない、と語っていた
120



















ることができた。いろいろな難関があった。前例がなく、誤解のおそれもなくはないので、最後まで心配したが、ようやく陽 目を仰がせることが出来た。生の第二次大戦の戦争体験記録が教科書に登場したのは、これ はじめてである。文学作品としては、大岡昇平の「俘虜記」とベルコールの「海の沈黙」がある それだけしかない。　
戦争、さらにあの第二次世界大戦というものを、国語の














のであるが、し し こうした採録手段を用いることによって、少しでも〝戦争と平和〟 問題を取り上げようとした可能性もある。簡潔型の文章例としての教材も、世界 学に接するための教材も、この三教材以外に多数存在しているにもかかわらず、わざわざこれらを採録しているからである。 〈昭和二十年十月十六日のことであ
る（
28）〉という言葉で敗戦後の物語を閉じる
「灰色の月」や、 〈千八百十二年の巨大なまぶしい彗星がかかっていた─それはあらゆ 恐怖と、世界の終焉を予言す と われた彗星である
（
29）〉という言葉でナポレオンのロシア侵入を喩え
る「 『戦争と平和』より」 、そして、 〈一九一四年夏 オーストリア皇太子暗殺事件はい いよ戦雲急なる のを思わせた
（
30）〉と






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































べると緊張の度合いが低い。だからといって、梅崎教材の方が劣るということではなく、ここ 言いたいのは、 〝戦争 平和〟の問題を考える教材として、 「死と隣り合わせ」というシンプルな設定は、人間の「生と死」という二項対立の問題へと導きやすく、学ぶ側にとっても教える側にとっても 理解しやすく扱い いというこ である。この理解しやすく扱 やす ということが採録数に反映されているの かろ か 先の「俘虜記」に対応した教授用指導書にも、次のように記されている。




大岡昇平「俘虜記」 「野火」 、井伏鱒二「黒い雨」 、原民喜
「夏の花」の四教材は、十種類以上の教科書に採録されており（ 「 （資料１）海外・日本の戦争教材」を参照）
、他の教材の採録を












ここでは「俘虜記」 「野火」 「黒い雨」 「夏の花」の四教材を、














































































































































































































































































































































































「灰色の月」は、本稿で用いているデータベースに含まれていない教科書、 『近代の小説』 （秀英出版 昭和三二年・一九五七）にも採録されている（単元名無し。教授用指導書無し） 。







































































































































































































































り」 ） 『現代文』教育出版 五八 三 、武田泰淳「審判」 （単元名「十一
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における「気分象徴」について論じた岡崎義惠も、 「智的象徴」と「情的象徴」を分け、 「情的象徴」は、 「具象性に富み感覚、感情等の作用を主体とする」こと、 「形象 内容との融合は有機的で、全体が完全に合する」こと、そして、 の 徴は「全部の直感的融合」であるとしている
（
2）。 「感情」の重視、 「直感的」な主客の融合は、



















































































































































































ung 」は「情調」 「気分」 「情緒」とも訳され、いうまで













































































































































文学における「主観」と、 「印象的自然主義 における「主観」の差別化を図っている。この評論の中で抱月 、まず「美意識の本来」である「審美的同情」について定義する。抱月は、路傍に得体の知れないものが倒れているのを目撃する際の人間の心理状態を例に「審美的同情」につい 筆を進めている だ 、得体 知れものを眼にした場合、 とされる段階では、 「主客 両観は溶けて意識の一焼点に合体する。我れの情で向ふの物を生かす。向ふからは物が来、我れからは情が往つて、ぴつたりと行き逢つて一つになる」境地に至るとされている
（
17）。客体との違いを前提とした






































としての一貫したま まりはみられないも の、当時の文壇 おいて高い関心をもたれていたことがわか 。そして抱月は、 「新自然主義」 、 「印象的自然主義」は 自己の「感想」が、この漠然とした「情趣」の段階に達したとき初めてその「情趣」を「忠実に写しにかかる」ものであるとしている である
（
26）。従って、抱月は、 「情趣」












































し、その境地を〈写す〉ことこそが、新しい自然主義の進むべき道であると一貫して主張していることがわかる。さらに、そ 新しい自然主義の「自然」とは、 「我れが見えざる生命となり、感情となつて合体した」 「自然」 指しており、ここに抱月における感情移入美学受容の痕跡が刻まれているということにも注意したい。　
主客融合こそが究極の美そのものであるという観点は、洋行以前
から〈美学者〉島村抱月 問題意識であったと える。抱月は、早い段階から「審美」の条件と て主客融合ということを挙げていた。岩佐壮四郎の詳細な論考にあるように、明治二七年
（一八九四）
の































おける抱月との見解の一致をうけて 相馬庸郎は、 「かれらの観照主義がもつ内面構造の一番大きな特徴は 『客観』と『 観』の神秘的な結合」であるとしている。相馬は、抱月にみられる主客融合の中に、 「東洋的神秘の境地へ 憧憬がかりに西欧的写実主義の技法と野合したとでも極論したくなるような性質」があるとしてい
（
34）。






































































「決して生命全体を包含する」ことはできないとし、 「生命は只其の内面に没入して直接に生きる事によつてのみ感味し得 神秘の流れである」ということ、われわれは、 「理知を捨てゝ直覚 よつて生の神秘を感得」する だと述べてい
（
39）。 「理知」を否定し、 「生命」


























































抱月も、印象主義が〈写す〉の 、 「あるがまゝ」 「見ゆ まゝ」世界であっても、それは「 実的意味のありのまゝで くて、所謂インプレスシヨンのありのまゝ」 、 「物に対しても、其刹那に我々が感じた瞬間のありのまゝ」であり、その意味でそれまでの「写実」とは異なるものとしてい
る（
46）。他にも、主客の融合を主張しつつも、





常に接近した地点で、ベルクソンの哲学を捉えている。臨川は、ベルクソンやジェームズらの「流動の哲学」によって、われわれ人間は、 「内省の眼を開いて生命の流の中に入り、之と同情し融合することが能きるやうになつ 」ということ、対象との融合によって、人間の「心霊」は「自由」と「開放」 獲得す ことができるのだと説いている
（
40）。リップスに直接の指導を仰ぎ、帰朝後すぐに感情移













































































や独歩などが「ありのまゝ」というのは 「適当な哲学用語」がないからであって、 「生命なき自然 を〈写す〉 「写実派」の行路とは区別する必要がある と指摘してい
る（
48）。つまり、 「新自然主義」が
唱えられると同時に、この時期の「写実」にも新たな意味が加えられているということがわかる。そしてそれは、字義 まま受けとめれば、確かに泡鳴の指摘する おり 二元論を乗り越えた一元的な描写をめざすものだったの 。　
主客融合の境地としての「気分」や「情調」への関心の高まりと
ともに、印象主義の方法論が心理学的な関心を もなっ 自然主義の中に持ち込まれている。この動向には、当時フランスに外遊中の永井荷風も関心を寄せ おり、明治四〇年一二月一一日西村恵次郎宛ての書簡に、フランスで「ゾラの門下から出て 印象派に這入つた」ユイスマンスの作品 読んで こと、 「フランスの文壇ではゾラの自然派から一進歩んだ、印象派 作物が今の処では最も進歩したもの」であり、これが 『早稲田文学』で議 されていることに期待感を抱き、日本の文壇 これと同じ進路をと だろ 記しているように
（
49）、新しい自然主義文学を巡る議論は、同時代のヨーロ


















（ 「 『生』に於ける試み」 『早稲田文学』明治四一年〔一九〇八〕
九月）
という有名なテーゼをもつ平面描写論の提唱は、花袋によれ





































































影響を及ぼしていたことについては、木田元の考察がある。マッハは、近代哲学の前提とされた二元論を批判し、すべてを色や音、熱などの感覚要素に分解する。 うして心理的世界と物理的世界の垣根を取り払い、感覚要素のみが存在す マッハ におい は、木田がいうように「唯物論・実在論が拠りどころにしてきた〈体〉も〈物質〉も、また唯心論・観念論がいっさ の存在を支える基点としてきた〈自我〉も、 〈感性的諸要素〉に解体され」 「物体と自我、外界と内界、物質界と精神界」という区別が消失し、た
156






いて考察して、 「主観 押しつめて行く 客観になり、客観を押しつめて行くと主観になるといふやうな心理作用があると見える
（
69）」と
述べる非常に先端的な思想のあり方を見落とすこ になりはしないだろうか。花袋が記したように、客観の中に主観があり、 いは、主観の中に客観が存在するような 心理作用」への着目は、抱月のいう「客観の美は直に主観の美にして、主観の美を究むれば客観の美に及ぶ」という、 「我他の同情を本」とする「審 意識」を連想させ
る（
70）。新しい自然主義として議論がなされた「印象的自然主














主客合一という を重視していたが、和田謹吾が整理して るように当時の文壇では、花袋 「平面描写」 対して、客観描写にすぎないとする批判もあっ
た（
65）。これに対して和田は、 「世に考えられ









述べ 。深田は、 「主観的なるも が主観を離れて客観的となること、又逆に客観的なるものが主観 なること、其処に感情移入の根本問題が存在してゐる」と述べてい が
（
74）、主客の主従無く両者が融

































































にみれば、印象主義的世界観を有した世紀転換期の〈若きウィーン派〉は、 「堅固な個性人格」や「世界観」 脱す というところ、つまり、客観的世界 対立した「堅固な個性人格」の伸張よりもむしろ、客観と主 とが融合すると うところにこそ新た 価値を見出していたと考えるこ できるだろう。ホーフマンスタールの印象主義的作品に、エルンスト・マッハ 影響が強くみられることも、これと無縁ではあるまい
（
78）。そして、感情移入美学もまた、主と客の
対立よりも両者の融合そのものに新たな世界観を獲得するための可能性を秘めた のと て受容されていたという点で、両者は一致する。感情移入美学、そ 、印象主義的世界観を摂取しながら展開された「新自然主義」の理論は 旧自然主義だけでは く、二元的世界観を乗り越える〈近代的〉な諸問題を内包するもの あったいうことができる。　
さらに加えるならば、抱月や天弦らは、自らの主張する「新自然
主義」を「印象的自然主義」とも言ったが、 「印象的」 いう用語を使用しつつも、単に外部からの印象を受けるのではなく、自らの「印象的自然主義」を、 「積極的」
（抱月「文芸上の自然主義」 ）
なもの

















































































いる。阿部はここで、 「芸術の意 は 「吾人の感情 対境 移入
161
明治期における感情移入美学の受容と展開
事象が喚起する感情の更にその源まで遡り、感覚から来た其瞬時の情調を表現し得てこそ真の文芸であると考へられるに至つた。客観の事象は、単に此 調を伝へむが為めの媒介として用ゐられるに過ぎないのが、此派の文芸 特色 。　
此情調を再現せんために用ひらるる手段、言ひ換へれば、技













の表現そのものを目指すという点、そのために、 「外形」との一致をめざす う点において、繰り返すまでもなく、早稲田派の中で唱えられた「新自然主義」の理論と共通性がある。そ 、その差異の一つは、花袋らがめざしたように、主客融合 「境地」をあるがままに〈写す〉のか、内部表現のため 技巧を必要とし、象徴用いるのか、という手段の面にあるといえるだろ 。　
象徴が技巧にはしった結果生じる詩語の難解さや、あるいは、難



























bol 」 、 「諷喩
A





そして「情調象徴」に分類する。 「現代人の内部生活の奥ふかく」には、 「普通の思想や感情のやうに纏つたものではなくて全く思議すべからざる捕捉すべからざる」 「幽玄朦朧 神秘的境地」が存在するが、この 境地」は、 「露骨な言語の記載や叙述に待つことは到底不可能」であるので、この 内部生活 奥ふかく」を表現するために「情調象徴」が使用されると白村は説明する
（
91）。白村は、ロ






























































































































































の象徴表現」という視点でまとめている。鈴木が定義する「生命の象徴表現」には、まず「ヨーロッパ自然主義の没落と象徴主義の勃興の受容」 、二番目に「主客合一論 感覚や印象主義の流行」 、三番目に「 『新古今和歌集』の再評価」 、そして「 『生命の象徴』表現論の流れ」が含まれている
（
104）。そして、もちろん感情移入美学の受容の






























































































に一種特異なる存在を与へ こと」 、そして「無条件の存在を有する対象を、単に思惟し表象するに止 ず ─この意味に於いて『観』るに止らずに、全然こ 対象に没頭して生きなければならない。対象を観照するとは、静止せる自己を以て 生き動く対象 世界に対立することではない。自己も亦対象と共に生動することである」とした
（
120）。先に挙げた『近代文芸之研究』の表紙の言葉を鑑みれ
ば、抱月は、 「全的意義を髣髴す」ることのでき 「味に徹した人生」を「観照」といい、そして「芸術」と同義 あ としている。日常生活においては難し 「全的意義」を主客融合 境地で味 う
全的存在の意義を髣髴す／観照の世界也／味に徹したる人生也／此の心境を芸術といふ」という語が刻まれている。抱月の「観照」的態度には仏教思想 基盤があること、また、この「観照」の中に「客観と主観の神秘的な結合」があると指摘している相馬庸郎の論にはすでに言及した。さらに相馬は、抱月の「観照」という用語に美学の「
intuition 」 、 「
A
nschauung 」という概念を重ねる興味深い










































月は、 「気韻生動と ひ生趣活動といふ、皆芸術品の美を称するの名にして 要は事物に生命あ の謂なり」と冒頭に記し、 「芸術的作物の美なるを得るは、之に生命あるが故なり」という考えを示している
（
128）。




















象と実在と、形と想と、自然美と芸術美と、写実的 理想的と、 」で、 「自然美」と「芸術美」を比較し、 形五十、想五十」の「自然美」に対して、芸術は、 「想を多量にして自然に近づく」とし
た（
125）。
この「想」は、すでに岩佐壮四郎の論考 あるように 知 判断以前の本源的なものとして捉えられて た、ということに留意し おく必要がある。抱月 いう「観照」は 『想』 『形』のなかに直観する行為」に他ならない
（
126）。そして、抱月は「想」の意義を論じる









































































られている いのちのあらはれ」の章で、 「生」という語が使われている部分に、アララギ初出稿「短歌小言」では、 「感覚」 「感情」「気分」という語が使用されていたことを指摘してい
る（
136）。このこと











































































題する文章だが この和辻の文章では、四節以前の第一節から第三節までが、リップスについて 論考であると うことである。ここでの和辻の論考は、感情移入美学についてというよりも、 「リップスにニーチェ 倫理学説の完成者を見る
（
139）」という一文が示すように





























「観照」は、決して現実に着地しない「理想的境地」ではない、ということがいえる。先 引用文にあ よう 、抱月は主客融合とは、「松を人化したのではなく、松自然の生が我に味はゝれるやうに感ずる」ことであると述べている。客体に情を見る、というと擬人化と混同されやすいが、感情移入美学は、擬人化と感情移入は異 ると考える。感情移入美学における主客融合の考え方の源泉は、ドツ・ロマン派にある。たとえば、わが国でも森鴎外の『審美極致論』
（ 『めさまし草』明治三四年〔一九〇一〕二〜一〇月）
がフィッシ



























確かなる存在」であるから、この「感じ」や「気持」を外界 「投げ出し」描写することが新しい文芸 描写であると述べ い 。さらに、この描写は「昔から能く云ふ人格化して物を見ると云ふ意味
人生は独り之れを芸術に見るべき」であるとし、 「生の為の芸術（A
rt for L
ife ’s Sake ）」を唱えた
（
148）。































































































をふくむ『生の哲学』の流れや『新ロマン主義』 、 『新カント派』の受容とともに、こ 時期の日本の哲学界の動きを く映すものでもあっ
た（
163）」として、 『ニイチェ哲学』の意義に新たな位置づけを与え
た。大正期の和辻における「人格」への関心とリップス 感情移入美学の密接なつながりを鑑みても、 『ニイチェ研究』の中に、リップス 受容の痕跡が存在す 可能性は少なくない 思われる。主体が客体の中に「生き」 、主客の生命が融合し、象徴 なる「美的態度」を主張するという点で、 和辻 は、 「大酔歓喜 を唱えたニーチェと、感情移入美学を唱えたリップスとが二重写しとなっていた可能性がある。　
和辻は、ニーチェが「現実の外に何物もない。現実に比して猶一
































































ヴェルナー・フォルケは、 〈若きウィーン派〉もまたこの〈現代〉という言葉を非常に愛していたことに言及し、彼らにとって代〉すなわち〈モデルネ〉とは「マッハとニーチェ、ブールジェとバレス、ユイスマンスとペラダン、イプセン メ テルリンク、ワイルドとポー、ボードレ ル、マラルメとヴェルレーヌだっ それはデカダン 世紀末、芸術のための芸術 唯美主義、象徴主義、印象主義であった」 指摘している
（
177）。ホーフマンスタールが、一八















ichter und diese Z
eit, ” 1907 ）
で、 「詩人の















































ルがマッハ的世界を否定的に捉えていたかどうかということについては疑問の余地が残るが、いずれにせよ、近代人が抱えざるを得なかった「分裂」を乗り越え、生との「一体化」を奪還するものとして、ニーチェの思想が〈若きウィーン派〉 受容され、さらに生との「一体化」こそが〈現代〉すなわち 〈モデルネ〉思想として世紀転換期のウィ ンに拡がりをみせていたこと は重要な意味がある。　
上山安敏もまた、 〈モデルネ〉という概念が、世紀転換期の「ヨ
ーロッパの文化を席巻」したと指摘している。上山は そ 例として、フランスではボードレールやアヴァンギャルド芸術 ドイツはハウプトマンらの自然主義からブレヒトら 表 主義、そしてオーストリアではホーフマンスタ ル の「ウィーン・モデ ネ」 挙げている。上山 、 〈モデルネ〉とは、 「経済と社会 資本主義的『近代化』に対して対抗する反抗文化の性格」をもつもの、つまり「進歩的反動を自己の中に孕んでいる」も と定義してい
る（
179）。上山
は、わが国においては、 「近代主義」あるいは 近代 不 明なまま「近代の超克」というイデオ ギー 説かれたために、 の〈モデルネ〉思想は根づかなかったとした
が（
180）、感情移入美学を受容



































































































ように、 「 人格とは、我等の意識にとつ は、自己以外の肉体中に置き換へられ、同時に様々 変容された自分自身の人格にならないのであ
る（
195）」 。個人の体験や経験を尊重することが、ひいて



































































早稲田大学哲学会、一〇二頁） 。さらに、フォルケルトの『近代美学における象徴 』 （一八七六）も、 「用語にこだわれば、表題にみられるように、はじめにフォルケルトが使った は」 「象徴」である、と指摘し、感情移入美学と象徴の関係を述べている。一〇三頁。
（２）











































































































































































































































































































































































































































































































































































148）　「芸術と実生活の界に横たはる一線」 （ 『早稲田文学』 一

























































































































































































































































































































































































































うかがえるように、稲垣の『リップス美学大系』は、感情移入を含むリップスの美について詳細に訳されている。この訳が出るまで日本のリップス受容は、果たしてど よ な状況にあ のだろうか。次に、この点について見ていきたい。
一─２
　





















































































































































































































美判断の中心であるか否かは疑はしい。成程美判断には何れも快感が伴ひ、快感は美判断を決定 る有力な一面であるに違ひないがそれ丈で美判断は完全に説明し尽したとは云へぬ」と指摘し リップスの思想 「ライフ」を価値 ものにするためには、 「道徳的根本動機」と関わることに言及する。





































































意味する道徳とは個々の欲望を悉く完全に発揮せしめて積極的調和の生活を送 強者の道徳」であるという。つまり、先に提言した奪われそうな自由を調和させるにはどうするかという疑問への回答が、まさにこ 点である。 と 、日々の努力によって成立するのである。　
道徳が努力の結果得られるものであることを伊藤は、次にカント































































































































































































































































め、ファウストを引き合いに出した。これは、つまり、当時の知識人達がファウストを「美的意義」をもつ対象と考え、且つ その認識が広くあったということを示している。なぜなら、その記述の仕方は、ごく一般的な認識として成立 おり、事実、阿部も関わっていた雑誌『帝国文学』においては、その初期から『ファウスト』の紹介や記述が多 見られることからもわかる。次に 当時のファウストがどのように受容されていたか とらえてみることにしよう。
三─２
　『帝国文学』とファウスト




























































































































































































































































































































































































































































































































命の動きを感ずる」といい、こ 「生命の動きをとつてこれを対象に移入する」ことで「対象の生命は我等自身 生命の一片」になると述べ、これを「自我の生命」 「人格の生命」と った言葉で表現し、さら 感情移入には「美的観照の能力」が大切だと述べてる。これは即ち、対象と共鳴することで体験する「感情」のことある。この能力が欠けている場合、感情移入説においては、内容把握の上で致命的な欠陥を生むということだろう。　
彼は、ファウストを中心にその思想について論じたが、先に見た



















































































































































































ある。力ある人格は力なき こ 一点いては勝つてゐ 。第三に人格の統一点
000
はその人格の高さを決

































際、 「利己主義者」にとっての他人という概念について、 「如何なる利己主義者にとつても、人といふ物は一種特別な物質である」と述べ、 「利己的目的の手段として他人を取り扱ふ」時にも「欲望の主体なる〈心〉の持主として、これを取り扱ふに特殊の途があることを彼は意識してゐる」と語っ いる。この利己主義者は、 『倫理学の根本問題』にも登場する。まず、そ から利己主義者の説明をしてみよう。なぜなら、阿部は『人格主義』で言及する人格主義そのものについての説明に際し、 「利己主義者」を引き合 に出すことが多いため、人格主義にとっ 必要不可欠な人格の価値を考察する上で、この問題は重要である 考えられるからである。そ で、この点について 考察を加えておこう。　
阿部のいう「利己主義者」とは、彼の著作『倫理学の根本問題』





















































れる思想であり、その思想を体現したのがファウストであった。ファウストが当時の理想的人物であったからこそ、人々は感情移入し、共感すること できたのだろう。そのため、阿部 「感情移入説」の例としてファウストをあげたのである。その反対に、人格価値の低い例え 、利己主義者をあげた。両者 対称化したことで、彼の人格主義は明瞭になり、そして 通常はつながらないこれらの例えをつなげたこ が、阿部独自の人格主義思想を形成していく。ここに阿部 の思想とリップス 感情移入説が反映されている。　
阿部がなぜ、この両者をつなげたのか、つまり、人格価値の高い

























































































労働問題に対する阿部の姿勢を竹内は、これらの人格主義をもって、現在の労働運動を批判する可能性があるとも主張 、阿部の人格主義を観念論と位置付け、本質的には理解しない立場を取った。それは、竹内が階級矛盾の解決を考え あたり、阿部の理論が理想論に過ぎず、行動の上では阿部は何の役目も果 していないと考えていたためである。つまり、竹内は阿部 矛盾に意見 た である。さら 、杉山平助
（
102）もヒューマニズム確立に関連して否定的な意













奴隷は、或ひは強者の苔の音に戦き 或は屈従によりて購ひ得たる強者の保護にほくそ笑みながら、その の周囲に蝟集する。かくて引ずる者と、引ずらるゝ者 征服 と被征服者との団体は組織せられ、何時 間にか「奴隷の道徳」といふ一種の道徳意識さへその間に発生して来る である。
（中略）
この






















































































































すことが出来ないであら 。これ等のものは、一つ一つの要素としては、皆人格の積極的価値を構成する である。この方面から見れば 他 の価値に対して嫉妬を感ずるものは、嫉妬さへ感ずるを得ぬ痴呆に比べれば、遥かに人間としての脈があるといはなければならぬ。吾々は、嫉妬といふ猛烈な悪徳 中からも猶徳の要素を
─
特に他人の価値に対する同情の要素を







































さを加へる」のである。そして、その根拠は、彼等が自らを高く見せようとしてい からだという。即ち、自己の低劣を隠すために、他人の偉大 傷つけようとす 彼等は、真に高くなる努力を怠り、他を陥れるという否定的な方向へ向かうため、嫉妬の感情が「悪徳を合成する」と、阿部は述べてい のである。そして、そ 理由阿部は、第一に、自らの低劣を認め、自己を養 ことが向上 道であること 忘れたこと、第二に、彼等は「彼我対立 世界のみを見て、別に彼我融合の世界があることを見失つてゐ 」と述べ 。つまり、後者は他 の対立にばかり目が向き、他が自己 融合することを忘れた者達であるため、嫉妬 否定的な作用を果た もの あると主張したのである。　
ただし、阿部のこの主張は、もともとリップスの思想を基本とし




































































































伊藤尚、生没年不詳。 「リップス論」 （ 『早稲田文学』第七二号、




















































































































































































































































































































































































































































































関連を示しながら、藝術観と藝術全般の様式の変化のなかで文藝表現の変化 跡づけるために、絵画史における印象主義から「モダニズム」と呼ぶ用法を採用する。印象主義は、外界を受けとる人間の感覚や意識に根ざそうとす 姿勢を藝術表現上 示し ものであり、その意味で、のちの現象学 共通 根 もち、今日 つながる現代的な表現の態度のはじまりを意味 るからである。
　
従来用いられてきた一九二〇年代後半から顕著になる新傾向につ




























































































性の観念とアジア主義や文化相対主義をともなって展開する様子を概括する。日本の象徴 は、イギリス、フランス、ドイツの、それぞれに異なる傾向 を受容しつつ 東洋的伝統を織り込みながら、多彩に展開したものだったが、その核心に「普遍的な生命の表現」という表現観をもっていた。これは国際的な前衛美術にも認められるものである。　
第二章「美術におけるモダニズム」では、印象主義、象徴主義、
アーリイ・モダニズムの流れを一連のも としてとらえ、その刺戟を受けながら、二〇世紀前期の日本 美術が どった歩みを概観する。　
第三章「文藝におけるモダニズム」では、二〇世紀前期の日本美


























に入りにくいこと、ヨーロッパでも民族主義が自民族神話などを藝術に取り入れる動き 盛んになってい こと、欧米の人文学がキリスト教 とって邪教や異端に属する宗教に関連する言語作品を扱態度にならい、東洋の伝統的な教えを「人文学」 範疇に入れて考えたこと、多く「漢文」で書かれた神・儒・仏の古典を日本 「人
でいたが、やがて一般に、






























































eference to the A

































法華、維摩の二経、とくに法華経につい 「その文辞の巧妙なる、文学上の絶対価値亦極めて饒多なるをや」といい、 「そもそも法華経の如きは世界の文学なり。万世不朽の文学なり。東西 明 混合融合せんとする今後に於ては、更に一層の研究を要すべきも なり」と述べている
（
6）。この「東西文明の混合融合せんとする今後」と
























































faculty of technology or engineering ）
が設けられるようになったの
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































印象派絵画を手本に、 「自然を其 に写さうと」 「自分を空
むな
しうし



















































































everie d ’un poete F
rançais, ” 1885 ）で、詩が
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景、その雰囲気を醸しだすことを狙う象徴主義が盛んになり、 「生の哲学」は内部生命の表現 うたい、表現主義を生む。そ ドイツから帰った島村抱月は、感情移入美学にもとづき、 「今 文壇 新自然主義」
（一九〇七）
で、自然と自己が一体になった境地を「新















































































感情移入と人格論を結びつけて論じるリップスの哲学に学んで、「内生活直写」を重ねることで人格形成を果たすという傾きが強く、流行語のようになった青春期の精神の「彷徨」は その過程として意味をもつものとされてい 。また 和辻哲郎がベルクソン哲学を参照した『ニイチェ研究』
（一九一三）
に示した哲学や藝術は「宇



































































































































交う様子を活字を散らして示し、 「皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿／倦怠」とはじまる断片もある。これは食堂のウェイターが重労働にうんざ する気持の象徴表現に っている。のち、春山行夫『植物の断面』
（一九二九）
中に「白い少女」を縦










































































































し、歴史観の主流をなした。それがフランス自然主義の受容を基準にした文学 を浸透させた。それゆえ、一九二〇年代におこった狭義のモダニズム文藝の評価も、大衆文化の展開の解明も大きく立ち遅れたままだった。それらの解明が進んだのは一九八〇年代のことである。ましてや二〇世紀へ 転換期から新たな方向を目指す文藝がおこり、それが新たな古典評価を生んできたことについての解明など手付かずのま だっ 。その解明は大正生命主義の研究によって拓かれたものである。　
文藝史は個々の作品がつくる言語表現の歴史にほかならない。
個々の作品の言語表現史上の特徴をよくつかむことと、文化史の特殊な領域として 文 史の展開を明らかにしてゆく作業 は、互いにささえあう関係において進めてゆかなくてはならない。日本近現代文藝史の新たな構想は、新たな作品論に途
みち
を拓き、かつそれに支
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理』を批判する」 、 『四季派論集』二〇一一（予定） 。
鈴木貞美「江戸川乱歩、眼の戦慄─小説表現のヴィジュアリティーを
























































































































































































　　　In the present paper, I dismantle the analytical scheme that obtained in Japan after 2nd World War, 
according to which naturalism is set in opposition to anti-naturalism. I replace it with a new model of literary 
history that locates at its centre symbolism in the broadest sense. I use as indicators literary expression, 
especially the style of its. To this end, I clarify the modern conceptual system of literary art, and the process of 
its remodeling, before I shed light on its connectivity to religion and natural science. At the same time, in order 
to track the changes in literary expression within the broader changes of view of ﬁne art and its style in general, 
I adopt the method of ‘modernism’ as used in the context of impressionism in the ﬁne art world. Impressionism 
illustrates in literary terms the stance of embedding itself in the feelings and consciousness of the men and 
women who accommodate that which is external to themselves. In this sense, it shares common roots with the 
later phenomenology in contemporary philosophy, and constitutes the beginnings of modern expression that 
links through to the present day.
　　　I will use the word of ‘modernism in the narrow sense’ for the new trends conspicuous from the late 
1920s, and seek to clarify what sort of changes led to the emergence of this more narrowly deﬁned modernism 
out of modernism in its broader sense. If one applies the established narrower sense of modernism, one is 
enabled to talk of a development out of modernism’s pre-history or what we might call “early modernism.”
　　　This article comprises three sections. The ﬁrst, “The concept of bungei (the literary arts),” explains the 
concern of bungei (in the narrow sense of “bungaku” in Japanese and written literary arts) in Japan and East 
Asia. It does so by linking the concept to peculiarly Japanese features of bungaku. Note that the word bungaku 
used here emerged as a translation for the European term ‘humanities’ but, unlike the European humanities, it 
embraces religious writing, texts in Chinese kanbun and popular literary art.
　　　There follows then a survey of the character of literary art as it embraced the mystical religiosity of 
symbolism—a new phenomenon in late 19th century Europe—and as it developed in concert with the ideas of 
art’s universalism, eternalism, as well as cultural relativism. Japanese symbolism developed in diverse fashions, 
even as it accommodated the different British, French, and German symbolism, and as it drew upon Eastern 
traditions. At its core was a conception idealizing the expression of universal life. This was similarly manifest in 
international avant garde art as well.
　　　The second section, “Modernism in ﬁne art” grasps the trend of impressionism, symbolism and early 
modernism as a single whole, and offers an overview of how early 20th century Japanese art developed under 
these inﬂuences. The third section, “Modernism in literary art” surveys the early 20th century trends in literary 
expression that paralleled Japanese fine art. It illustrates the continuities and breaks between the trends in 
modern literary expression on the one hand and, on the other, a striking tendency of modernism in its narrow 
sense: namely, strong interest in forms of expression and in modes of construction. However, within modernism 
in its broader sense there emerged a new trend, that of “spontaneity.” In novels, this was the chatty style of 
“writing as you talk.” Here it is pointed out that this gave rise around 1935 to what we might call the 
postmodern form of “the novel about the novel”—distinct from the form of meta-ﬁction—as a reaction　against 




made for the diversity of the spread of “the symbolic expression of life,” beyond literary principles and 
doctrines. Furthermore, it is proposed that the theory of subject-object fusion in the empathy theory of esthetics 
leads to the problem of how to realize and overcome the modern. I describe the development of the idea of 
modernity with reference to the idea of moderne in Germany.
Ito¯ Hisashi and Abe Jiro¯’s Empathy Theories: On the Reception of Lipps
YOSHIMOTO Yayoi 
International Research Center for Japanese Studies
Key Words:    The Meiji era, Theodor Lipps, eMpaThy Theory, iTo¯ hisashi, abe jiro¯, Waseda bungaku, Teikoku bungaku, 
FausT, Waseda UniversiTy, Tokyo iMperiaL UniversiTy
　　　In the 1900s, German art exerted a major inﬂuence on the art world in Japan, as did French and British 
art. However, German inﬂuence has not received the attention it deserves till now. A possible reason lies in the 
journal Shirakaba, (White birch), which assumed the role of introducing Western art into Japan. It is normally 
understood that Shirakaba was profoundly inﬂuenced by French and German philosophical thought, but that 
German influence was confined to the early period. This then gave way to French influence. Shirakaba, 
moreover, introduced a succession of artists who adhered to ‘personalism,’ that interpretive method that 
prioritizes a person’s outlook on the world and on intellectual activity. Personalism in Japan is related to the 
empathy theory of esthetics. The representative thinker here is Lipps who was known in Japan before 1910. In 
this paper, however, Ito¯ Hisashi’s “Lipps theory” is taken up, and compared with Abe Jiro¯’s Bigaku. From the 
comparison, it emerges that Ito’s theory is characterized by its comparison with Eucken. Ito’s theory exerted a 
powerful inﬂuence on Waseda bungaku. The “direct experience” method of appreciation, which involves the 
reader feeling the author’s experience as his own, is made evident here with Faust as an example. Lipps was 
received in Japan as a new approach to literary appreciation.
Toward a History of Modernist Literary Art in Japan: A New Approach
SUZUKI Sadami
International Research Center for Japanese Studies
Key Words:    ModernisM, ModernisT LiTerary arT in japan, concepTUaL sysTeM, reLigion and LiTerary arT, naTUraL 




Roles of War Teaching Materials in Forming a View of “War and Peace”
ISHIKAWA Hajime
International Research Center for Japanese Studies
Key Words:   War Teaching MaTeriaLs
　　　This study surveys and examines post-Meiji literary works as excerpted in post-war Japanese language 
high-school textbooks approved by the Ministry of Education. It considers the role that they played in shaping 
the Japanese view of “war and peace.” These works embrace diverse themes of war, from O¯oka Sho¯hei’s 
Furyoki (Record of a Prisoner of War), which depicts in strongly analytic prose the situation and feelings of a 
living person on the battlefield staring certain death in the face, to Ibuse Masuji’s Kuroi ame (Black Rain), 
which depicts the realities of the atomic bomb with relentless verisimilitude. The study focuses on textbooks 
from the reign of the Sho¯wa emperor, who was closely connected with the war. Concretely speaking, these are 
Japanese language textbooks used in the postwar Ministry of Education system from Sho¯wa 25 (1950) until the 
end of the Sho¯wa period, Sho¯wa 63 (1988).
The Reception and Development of Empathy in the Meiji Period:
From “New Naturalism” to Symbolism
GONDO¯ Aijun
Ko¯nan University
Key Words:    eMpaThy Theory, shiMaMUra ho¯geTsU, neW naTUraLisTic LiTeraTUre, iMpressionisM, syMboLisM, Mood, 
syMboLic expression of Life, “Moderne”
　　　This paper discusses from a literary perspective the reception and development of the esthetics of 
empathy in the Meiji period. The empathy theory of esthetics was established by Teodor Lipps (1851─1914) and 
Johanees Volkelt (1848─1930). Shimamura Ho¯getsu, who returned from study abroad in England and Germany, 
introduced the empathy theory—deeply related to symbolism in the West—into Meiji period naturalism. This 
became the theoretical basis of a new naturalistic literature, and was accepted by many writers of the naturalist 
movement. Here the inquiry is concerned with the connection between naturalism and symbolism in Meiji, from 
the viewpoint of reception of the empathy theory, and its theoretical development.
　　　The reception of the empathy theory gave rise to an interest in “mood” (stimmung in German). Writers’ 
applied techniques of impressionism to literature in order to express “mood,” which was regarded as more 
primitive than an intellectual understanding. They developed a new mode of description. This mode, 




　　　Part 2 casts some new light on the characters of women, who are the seen, rather than the men, who are 
the see-ers. They change into central characters, and the writer uses them to formulate incidents from their 
perspective. A close analysis of the character of Osugi in chapter 25 reveals that Sanki is clearly embodied 
through Osugi’s conceptualization of him. When Sanki is with another woman like Miyako or Ho¯shu¯ran, the 
writer portrays events through Sanki’s point of view only. By contrast, Osugi who decided to keep distance from 
Sanki and walk the path of the prostitute acquires a perspective on Sanki which no other female character has. 
　　　Linkages between the circumstances of Osugi who descends to the life of a prostitute and the Russian 
prostitutes are also highlighted: they are depicted as occupying the same space, one that transcends character 
differences. Osugi in other words plays a very important role of narrating what goes on in the hearts and minds 
of the nameless women. Osugi serves to link together all the characters in the story who otherwise occupy 
different levels of depiction. By the end, we find that her individuality imparts individuality to each of the 
novel’s nameless characters.
A Study of Go¯kan: Iro otoko o¯yasu-uri
by Means of the Transliteration and Commentary III
KANG Ji Hyun
International Research Center for Japanese Studies
Key Words:   go¯kan, kusazo¯shi, iro oToko o¯yasu-uri, characTer, a happy person, TransLiTeraTion, enjiro¯, iMage
　　　This paper is the fifth in a series of considerations by the author of Iro otoko o¯yasu-uri through 
transliteration and commentary. The following new points have emerged as a result of working on a 
transliteration of the kusazo¯shi.
　　　(1) The plot involving the sale of sex, as though it were a sort of ‘main dish,’ appears absurd if the reader 
looks only at the visual images, but the accompanying text reveals that such unrealistic actions do not really take 
place. (2) The case of mistaken identity in the elopement is not circumstantially absurd; rather it is described 
realistically as an event that could really take place. This is a characteristic of go¯kan compilations that emerges 
from a close reading of the text. (3) “He is a happy person” is often used with regard to Enjiro¯, and it is now 
clear that this is meant in an ironical sense. (4) There are moreover visual images, which are not reﬂected in the 
textual description; that is there are illustrations for incidents that have been removed from the text. (5) It is 
evident that Ochon’s garments are different to those understood in earlier studies. This discovery was made 
possible only by a close and careful reading of text and illustration together.
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　　　1. It has been thought so far that the jo¯ban took charge of military affairs, the machi bugyo¯ controlled 
civil administration, and the jo¯dai supervised them. However, the present analysis demonstrates that actually 
jo¯dai and machi bugyo¯ were chieﬂy responsible for military affairs and civil administration, and were supported 
in their endeavors by the jo¯ban.
　　　2. Tsuchiya grappled with the problem of the economic restoration of Osaka city, the opening of Osaka-
Hyo¯go port, the coming of Putyatin and other matters. The jo¯dai was mindful not only of the administration of 
Osaka but also of bakufu diplomacy. The activities of O¯kubo Kaname, who was a ko¯yo¯nin, lent support to 
Tsuchiya.
　　　3. Bakufu shukutsugi played an important role in consensus building among ro¯ju¯ and bakufu ofﬁcials in 
the Osaka administration. The author highlights the importance of letters exchanged among Osaka’s bakufu 
senior ofﬁcials.
　　　4. The bakufu ofﬁcials in Edo sought the agreement of jo¯dai and machi bugyo¯ on the policy of opening 
the country to the world. Osaka’s administrative organization was to a certain degree independent of Edo, and 
the jo¯dai was the most important official subordinate to the roju¯. However, Tsuchiya was not permitted to 
oppose bakufu trade policy.
Yokomitsu Riichi’s Shanghai: A Discussion from the Perspective of
 “Seeing” and “Being seen”
ABDELMAKSOUD Orabi Mohamed Wael
Cairo University
Key Words:    “To see”, “To be seen”, Look, The characTers’ poinT of vieW, objecT, TUrning aroUnd, pLace, peopLe, 
Things, sanki, osUgi, ko¯ya
　　　In the ﬁeld of modern Japanese literature, many studies from various different perspectives focus on the 
novel Shanghai by the novelist Riichi Yokomitsu. After summarizing briefly the writer’s experiences in 
Shanghai, this paper takes up the experiences of the characters in the novel. In the atmosphere of the novel, we 
encounter many places of the sort which Yokomitsu himself visited in Shanghai; the characters we see in the 
novel vary widely. This paper explores in depth the structure of the novel through an analysis of what engages 
the characters, and how the people and objects inter-connect.
　　　The ﬁrst part in this study identiﬁes linkages between Sanki and Ko¯ya, whom earlier studies identify as 
contradictory characters. As for Sanki, he can be understood as negative with little personality, while Ko¯ya is 
bold and without pity. However, Ko¯ya’s behaviour in dealing with his beloved Miyako and the other women he 
knows proves to be exactly like Sanki’s behavior, and here we can identify a behavioral pattern that repeats 
itself. It is also pointed out that every character, in the end of the novel, remains alone without falling in love 






On the Reception and Transculturation of Chinese Music in Nara and Heian Eras: 
A Case Study of To¯ka (stomping dance and song)
ZHAO Weiping
Shanghai Conservatory of Music
Key Words:   To¯ka, onna To¯ka, oToko To¯ka, To¯ka no sechie, riTUaL MUsic, inTercULTUraTion
　　　From ancient times, China has widely inﬂuenced Japan from cultural systems to court ritual. Naturally, 
music is also included here. In ancient Japan, there were differences between both countries in terms of cultural 
foundations and in the nature of the people. As there were also differences in the degree of social development, 
at the time of cultural contact, there were differences in the degree of reception, which meant that Chinese 
culture in its entirety was never introduced. The technical term to¯ka ﬁrst appears in Japanese records at the end 
of the 7th century. This meant that Tang dynasty Chinese were directly involved in performance, and were the 
ﬁrst performers of to¯ka in the imperial court. After being introduced into Japan, to¯ka played an important role as 
ritual court music from the early part of the Heian period, as can be gleaned from Japanese historical documents 
in Rikkoku shi. The aim of this study is to clarify what the nature of to¯ka was, what to¯ka originally meant in Tang 
dynasty China and earlier, as evidenced in documentation, and at what level in Japan’s cultural reception 
Chinese culture was received, digested and indigenized.
Osaka Jo¯dai in the Kaei and Ansei Periods:
A Study of Tsuchiya Tomonao (of the Hitachinokuni Tsuchiura Domain) and His 
Response to the Problem of Opening Osaka and Hyo¯go Ports
SUGA Yoshiki
The Graduate University for Advanced Studies
Key Words;    jo¯dai, jo¯ban, machi bugyo¯, ko¯yo¯nin, osaka’s adMinisTraTive organizaTion, The probLeM of opening 
osaka-hyo¯go porT, TsUchiya ToMonao, o¯kUbo kanaMe
　　　The author makes use of letters（shojo¯）and manuscripts（kakitome）in the Tsuchiya family archives
—rather than Tokugawa shogunate decrees—to discuss the Osaka Jo¯dai’s power within the bakufu power 
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